
専
修
寺
蔵

『
善
信
聖
人
親
驚
停
給
』

広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
日
本
語
史
研
究
会

翻
刻
並
び

に
索
引



翻
字
本
文

凡
例

て
翻
字
は
、
複
製
本
『
善
信
聖
人
親
鴛
停
給
』
(
続
々
日
本
絵
巻
大
成
、
伝
記
・
縁
起
篇
1
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年
)
に
基
づ

く
。
た
だ
し
、
巻
第
一
の
巻
頭
は
、
専
修
寺
宝
物
特
別
展
観
に
よ
っ
て
、
原
本
で
確
認
し
た
こ
九
九
八
年
四
月
六
日
)
。
ま
た
、
画

中
の
詞
は
、
翻
字
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

一
、
原
本
の
配
行
・
字
詰
を
保
ち
、
訓
点
・
諸
符
号
を
も
出
来
る
だ
け
忠
実
に
翻
字
す
る
よ
う
努
め
た
。
し
か
し
、
製
版
の
制
約
上
十
分

で
な
い
場
合
が
あ
る
。
常
に
複
製
本
と
照
合
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
す
る
。

一
、
漢
字
の
字
体
は
、

J
I
S
規
格
で
利
用
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
通
行
の
康
照
字
典
所
載
の
正
字
体
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
た

だ
し
、
原
本
の
字
体
の
ま
ま
に
し
た
も
の
が
あ
る
。

て
平
仮
名
・
片
仮
名
の
字
体
は
、
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

て
漢
字
に
加
え
ら
れ
た
声
点
は
、
漢
字
の
右
下
に
(
平
)
(
平
軽
)
(
上
)
(
去
)
(
入
軽
)
(
入
)
と
し
て
示
し
た
。

一
、
虫
損
・
破
損
は
、
口
で
示
し
、
そ
の
欠
落
箇
所
は
残
画
か
ら
の
類
推
あ
る
い
は
他
本
に
依
っ
て
(
)
内
に
補
っ
た
。

一
、
本
文
の
振
り
仮
名
お
よ
び
左
右
の
注
に
は
、
後
筆
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「

」
に
入
れ
て
区
別
し
た
。

て
本
行
の
o
は
、
原
本
に
存
す
る
補
入
符
で
あ
る
。

て
本
翻
字
本
文
は
、
佐
々
木
勇
・
花
岡
健
五
日
・
上
野
真
・
児
玉
拓
世
・
佐
藤
理
絵
・
寺
田
守
で
読
み
進
め
た
原
稿
を
元
に
、
第
一
次
稿

を
佐
臨
時
理
絵
が
作
成
し
、
佐
々
木
勇
・
佐
藤
理
絵
・
寺
田
守
・
田
中
哲
宙
・
森
田
朋
子
で
入
力
し
た
。

一
、
製
版
に
あ
た
っ
て
は
、
金
水
敏
氏
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
「
厚
長
に
よ
る
古
典
籍
の
コ
ー
ド
化
の
た
め
の
マ
ク
ロ
作
成
」
で
公
開
さ
れ

て
い
る
マ
ク
ロ
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
、
製
版
の
も
と
の
フ
ァ
イ
ル
作
成
に
は
、
寺
田
守
提
案
の
方
式
が
と
ら
れ
、
入
力
の
全
般
に
亘
っ
て
同
氏
の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
。

専
修
寺
蔵
『
整
口
信
聖
人
親
鷺
停
給
」
翻
刻
並
び
に
索
引

三
五
三
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時
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一語

研
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三
五
四

〔
巻
二

『
サ
キ
ノ
ワ
カ
サ
カ
一

ニ
ト
キ
シ
ユ
シ
ヰ
シ
ヤ
ウ
サ
キ
ワ
か

子
二
時
一
従
四
位
上

ι

前

若

サ

イ

ハ

ル

ノ

コ

ロ

ア

ハ

ク

シ

サ

ム

キ

ノ

リ

ツ

ナ

ノ

キ

ヤ

ウ

(

キ

ン

}

一
日
歳
の
春
比
阿
伯
従
三
位
範
綱
卿
μ
判明、

=
d
d叫
p
d
z
p口、

民
ノ
J
L
F
ナ

リ

(

近

)

シ
ン
ナ
リ
シ
ヤ
ウ
エ
ン
ノ
ヤ
ウ
フ

臣

也

上

人

養

父

.

一1

震
号
制
牢

y
レ
シ
ヤ
ウ
=
ン
ソ
ク
シ
ヤ
ク
フ
チ
、
ラ
ウ
チ

一
2
夫
聖
人
の
俗
姓
は
藤
原
氏

一3
船
一
干
一
世
の
お
お
円
相
九
時
弱
僻
引
い
髭
の

天
児
屋
根

y
ウ
サ
タ
イ
シ
ン

贈
左
大
臣

ク
ヱ
ン
ソ
ン
コ
ン
ノ
ヱ
ノ
タ
イ
シ
ヤ
ウ
ウ
タ
イ
シ
ン

一
4
玄
孫
近
衛
大
将
右
大
臣

『
カ
ウ
ス
カ
ン
イ
ン
】

カ
ク
ス
ノ
チ
ノ
ナ
カ
オ
カ
タ
イ
シ
ン
ト
ア
ル
イ
ハ
ゴ
ご
ロ
ロ
コ
ロ
コ
口
、

号

ニ

後

長

岡

大

臣

-

或

ー

ザ

F
一
回
口

(
閃
)
(
院
)

12 

習;前?
τさ;
T日P

EZ 
法号語主
_'.ILJ'.. 

性千二二
寺識さ
殿ト}

制三和?

忌1尚1
月号是E
輪ヤ也t
股/

チ

長1
兄4
ヤ
ウ

の
貴4
坊2
J、、

従三
一ーヰ

位:
内2
麿Z
町大3
正午臣Z
ウト

位ヰ
タ
イ
太シ

政1
大宅

臣シ
:，.-
房
フ

前1
キ
白ノ
包，ョ

ロ亨

豆ロ日三

ヒ
ン
ホ
ツ
タ
イ
チ
ヨ

一
口
た
て
ま
つ
り
で
費
髪
を
剃
除
し
給
き

ヒ
ケ
カ
ミ
ソ
リ
ノ

y
ク

ハ
ン
エ
ン
セ
ウ
ナ
ク
ヨ
ン
ノ
キ
ミ
カ
ウ
ヨ
リ
シ
カ
リ
シ
コ
ノ
カ
タ

一
日
範
宴
少
納
言
公
と
号
す
自
工
爾
-
以
来
し
は
/
t‘1

ナ

ム

カ

ク

テ

ン

タ

イ

ク

ヱ

ン

フ

「

ト

フ

ラ

ウ

-

サ

ム

ク

7
y

一
日
南
岳
天
台
の
玄
風
を
訪
‘
て
ひ
ろ
く
)
(
詞
飢

フ

チ

シ

ョ

ウ

リ

タ

チ

リ

ヨ

ク

一
回
悌
乗
の
理
を
達
し
と
こ
し
な
へ
に
概

{
タ
テ
ノ
ソ
ク
ナ
リ
}

J
町

叫

号

h
J
M

叫

同

点

ロ

恥

ロ

[

町

田

口{
也
)

ロ
ク
タ
イ
ヨ
ウ
イ
ム
ヒ
チ
ノ
サ
イ
シ
ヤ
ウ
ア
リ
ク
三
ノ
キ
ヤ
ウ
2

・

ク

イ

一
5
六
代
の
後
胤
弼
宰
相
有
国
卿
五
代
の
孫
皇
太
后

タ
ノ
タ
イ
シ
ン
ア

P
ノ
9

ヨ
ナ
9

テ
ウ
テ
イ

一
6
宮
大
進
有
範
の
子
也
し
か
あ
れ
は
朝
廷
タ
イ
リ

18 17 
闘を殿Z
融二干起7
り川EZ
至言キ n、) 

にア保ョ
明1流;
ムカを

す湛{
τ 
ふ
か
く
四七
教る

一
7
に
ッ
匂
て
震
討
を
も
ィ
献
キ
杓
断
に
都
て

ク
ケ

ケ

ン

エ

ン

タ

イ

サ

ム

レ

キ

、

ル

シ

ヤ

ウ

エ

ン

イ

ム

一
四
建
仁
第
三
の
暦
衰
の
こ
ろ
期

μ
隠

廿
九
歳
タ
ヱ
ン
ク
シ
ヤ
ウ

一
却
遁
の
こ
』
ろ
さ
し
に
ひ
か
れ
て
源
空
聖

ニ

ン

ヨ

シ

ミ

ツ

セ

ン

、

ウ

タ

ツ

ネ

マ

イ

y

一
泊
人
の
吉
水
の
禅
房
に
尋
ι
参
た
ま

ヱ

イ

ク

ワ

ヒ

ラ

ク

一
8
柴
花
を
も
設
へ
か
り
し
人
な
れ
と
も

ヨ

ク

ホ

フ

イ

ン

リ

シ

ヤ

ク

一
9
興
法
の
因
う
ち
に
き
さ
し
利
生
一
の

ロ
レ
ス
ナ
ワ
チ
ヨ

一
辺
ひ
き
是
則
世
く
た
り
人
っ
た
な

一
叩
紘
ほ
か
に
も
よ
を
ひ
し
に
よ
り
て
わ

ナ
ン
キ
ヤ
ウ
セ
ウ
ロ

一
お
く
し
て
難
行
の
小
路
ま
よ
ひ
や
す
き



イ

キ

ヤ

ウ

タ

イ

タ

ウ

一
泊
に
よ
り
て
易
行
の
大
道
に
お
も
む

シ
ン
シ
ユ
シ
ョ
ウ
リ
ク
タ
イ
ソ
シ
ヤ
ウ
ニ
ン

一
お
か
ん
と
な
り
真
宗
紹
隆
の
大
祖
聖
人

一
部
こ
と
に
定
の
概
説
ブ
を
つ
く
し
都

リ

チ

一
幻
の
理
致
を
き
わ
め
て
こ
れ
を
の
へ

タ

チ

タ

リ

キ

セ

フ

シ

ヤ

ウ

一
泊
た
ま
ふ
に
立
と
こ
ろ
に
他
力
掻
生
の

30 29 
入手旨ν
の趣三
真三を
心工受主
を得;
HT2し

E管
して
ま凡干
し夫ヲ
/直Z

け
り

ケ
ゾ
ご
-
Y
サ
ム
永
ι
J
'
J
シ

ム

ヨ

ト

ラ

ノ

ト

ヤ

ン

ヤ

ク

一
泊
建
仁
J

去
年
ι

持
四
月
五
日
ノ
夜
寅

4

降一聖

酉

34 33 32 

乞り人2
示ν 救ク首7
現と世セ三サ
し菩ホ~，;

て薩1告2
白E塑?手

8f:震{
二ケの き
裟サ聖1墾;
を僧51r
着Eの EF
m~; 形i21
せ~~

:!i".iJ 

36 35 
善うし
信予め

にム麗i
告?大f
命Iのサ
し白P
て蓮2
きご花i

行1端究
肴;座サ
宿主主
報官 、
号n，1<
画又チ

39 38 37 

善3巌Z女言
信Z臨i犯ま
に終互我ヵ

ーι 号 I~ 成主

弓翠玉i
Itr:レウク

雇2極;女言
我Z楽7身主
カ v ..，.叶，

誓;長クあ
願R世セ f 

也1菩:1:~ 
善3薩チ -d
f言5 2旨L
此7 盟7
誓セ 出ウ

イ荘5

専
修
寺
蔵
『
善
信
聖
人
親
鷺
停
給
』
翻
刻
並
び
に
索
引

一
羽
岡
の
即
日
艇
を

E
加
し
て
」
チ
即
断
即
位
「
に

y
ノ
ト
キ
セ
ン
シ
ン
ユ
メ
ノ
ウ
チ

一
引
き
か
し
む
へ
し
と
云
、
伝
時
善
信
夢
中

43 42 

東3に
方2あ
をり
みな
れか
はら
峨カ御ミ
ミ、堂1
たの
る正子
岳7面123 FJ 
りそ

45 44 
集主そ
せの
り高1
と山t
みに
ゆ数主
そ千t
の万Z
と億7
きの
告官有?
命t情j
群t

一
必
の
こ
と
く
町
だ
の
こ
L

ろ
を
か
の
叫
に

ウ

シ

ヤ

ウ

タ

イ

シ

ト

キ

一
訂
あ
つ
ま
れ
る
有
情
に
劉
て
説
き
か
し

49 48 

此7め
記キを

録j守
を γ

披j長
てほ
彼7え
夢ムて
ま日サ 骨骨ユ
i'c日ウ 雪子メ

を悟1
案ご了丈
す;
る云

ツ

情て

51 50 
弘~こ
輿Eひ
のと
表士へ
事シに
也b真と
然1宗主
者ハ警三
百』シ 在主ヤ
哩』ヤト4 ワ

天~ 0) 
1 告ヤキ

後7議?
時よ念、2
被i仰Z
テ

長
岡
-
一
義
務
む
か
し
要
よ
り
財
て
需

一
回
い
ま
恥
E
に
儒
る
匙
厳
に
，

H
P歩十

ク

ワ

ウ

ト

ク

ヤ

マ

タ

カ

ウ

ミ

一
回
の
康
徳
山
よ
り
も
高
く
海
よ
り
も

カ

ワ

カ

テ

ク

一
日
深
し
吾
朝

キ

ム

メ

イ

ア

ン

ワ

ウ

キ

ヨ

ウ

欽
明
天
皇
の
御
宇
に

五
五
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倉

時

イ勺

語

研

究

五
六

一
回
こ
れ
を
わ
た
さ
れ
し
に
よ
り
て
即
浮
土

77 76 75 74 73 72 
かかれの更1煽1
ゆれ?重1間;〆
へ直Z今1願2長15
ににの唯ての是Z
聖干本土行手-! ~トヨ 守

人5世Z者平館記併ヂ
鷲3親ZfEァ~~名主を 雪

傍2仰1てマをウか聖主
ラへ脇Z専3ま者3
にーしートシ今干への

皇jと正守す安
太3Ttdる管桜
子シか仙Zに工;に
を，る手た♀:さ
主主主 ど ム'り
…メな て

シ
ヤ
ウ
ヱ
キ
ヤ
ク
ロ
ン
ト
ク
ヨ
ノ
ト
キ
ラ
イ
シ
チ
{
由
)
ク
ン

一
日
の
正
依
経
論
等
此
時
に
来
至
す
一
儲
君

コ
ウ
ト
ク

一
回
も
し
厚
恩
を
ほ
と
こ
し
た
ま
は
す
は

ア
ツ
キ
オ
ム

60 59 
ん凡ホ
救ク愚五
世セい
菩ホか
薩1て
はか

ば弘:
チ主主~

儲Zに
君5あ
のふ
本全事
地吾を
な得エ
れ
Iま

62 61 
め垂7
li遮}
信輿z
J.~' ~去5

-ソの
表願j
をを
しあ
めら
すわ
とさ
こん
ろか
也た

ケ

タ

シ

ヨ

レ

フ

チ

ホ

フ

ク

ツ

オ

ホ

イ

オ

ム

一
mm
た
ま
ふ
蓋
斯
例
法
弘
通
の
浩
な
る
恩

ソ
モ
、
、
タ
イ
シ
シ
ヤ
ク
ニ

J'
タ

ヱ

ン

レ

ケ

イ

一
回
抑
又
大
師
里
大
師
も
し
時
刑
に

シ
ヤ

一
刊
を
謝
せ
ん
か
た
め
な
り

68 67 66 65 64 
すこむに虚主
なれか赴Zせ
わなすよfら
ちをは乍れ

勢7師主両手た
主シ教ク由三本 ま
ののア U は
かし

化2恩t遵へわす
身5致チ郡Eれは
太タな

配2
子シりタ群t所主れ
文大イ類?にま
観j師;をおた
向島化2も監
の人三せ fJI 

ん

〔
巻
二
〕

71 70 69 
る 51t垂?
に導5od
pになク
先 )1国22
宗主て足
因手知2に
ニ τfTラ・y

弦2丙イ:〉
一ー←ホ官」

輿2227わ
し剛3れ
念、2を二ニ
{弗2ひ菩ホ
由手ろ薩1
2ザヨむの
多守lレ

一一
1
震

の

器

開

ン

刑

事

の

む

か

し

繋

二
2
の
民
郵
船
は
尉
訟
を
場
て
鰐
附
を

ク

ン

シ

ヤ

ア

ル

ト

キ

シ

ン

ヒ

チ

ク

タ

シ

ミ

ヤ

ウ

シ

一一
3
見
拐
し
或
時
は
真
筆
を
降
て
名
字

一一
4
を

観

タ

豚

ル

す

な

わ

ち

膨

知

的

封

お

依

似

舵

却

だ

一

一

み

ノ

と

一

説

明

シ

燃

-

-

宰

雨

ノ

髪

室

町

酌

ノ

院

【テ

ス
テ
m~
サ
ア
キ
ヲ
テ
ク
キ
ス
ホ
ン
ク
ワ
ン
エ
ク
ヱ
ン
キ
ウ
キ
ノ
ト
ノ
ウ
シ
ノ
ト
シ
カ
フ
"
に
オ
ム
シ
ヨ
ヲ

F

シ
ヨ
シ
キ

E

一一
6
棄
ニ
雑
行
一
今
師
二
本
願
-
元
久
乙
丑
歳
蒙
-
ペ
恩
恕
日
令
書
-
一
選
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集主拝1
閃で 告

題全ーオ

{j 同士
二子シ 』毛
、.ナ 生士二ト
XI二ラ ・シ

E 主nシ
南ナ夏Z
無そ中1
阿ア旬三
弥ミ晴:
堕タ四Z
在:日子
A-Z選t
f?揮7
3E-7E? 
今?ネ郎事1

僻Z念2
悌手

ホ
ン
ト
ト
シ
ヤ
タ
ノ
シ
ヤ
ク
タ
モ
テ
ク
ノ
シ
ン
ヒ
チ
ヲ
シ
ム
ヵ
、
(
肝
)
コ
レ
ヲ
オ
ナ
シ
キ
ヒ

一一
9
員
二
本
一
与
ニ
轄
梓
空
-
以
一
一
空
真
筆
一
令
三
書
ニ
之
一
同
z

日
空

ノ
シ
ン
エ
イ
マ
フ
シ
ア
ツ
カ
リ
テ
タ
テ
マ
フ
ル
ッ
ク
ワ
シ
オ
ナ
シ
{
由
)
エ
ネ
ン
ウ
ル
ア

二
日
之
真
影
申
預
奉
一
一
固
章
一
同
二
年
間
七
月
下
旬

一
一
日
告

-E露
関

ニ

室

長

こ

ま

詐

露

一
一
口
僻
」
ヤ
有
和
両
信
げ
が
舵
ι

肖
岡
町
何
回
w
一Y
P村

一
一
日
新
-
有
和
ト
リ
信
義
和
配
ン
弔
慰
俳
…
僻
缶
詰
出
馬
僻

タ
ウ
チ
ホ
ン
セ
イ
チ
ウ
ク
ワ
ン
フ
コ
シ
ユ
シ
ヤ
ク
シ
ヨ
一
ウ
ネ
ム
ヒ
チ
ト
ク
ワ
ウ
シ
ヤ
ウ
ノ

二
日
吉
知
本
誓
重
願
不
虚
衆
生
稲
念
必
得
往
生
之

二
三
茶
話
町
二
新
任
)
誠
一
つ
桜
島
~
{
号
一
ォ
同
庄
一
一
仕
事
イ
合
一
島
町
一
一

ミ
ヤ
ウ
ノ
シ
ヲ
オ
ハ
り
ヌ
ホ
ン
シ
シ
ヤ
ウ
ニ
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五
お
陀
鷺
酌
都
に
匙
舵
し
持
出
庫
川
に
↑
前
和

玉川
A

し
て
払
げ
令
い
背
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
す
お

玉
お
嬬
オ
溺
ヲ
を
J
E
A
し
て
館
一
彰
加
を
ヌ
加
ッ
る
ト
翫
ラ
絡

ソ
ラ
ウ
セ
ウ
メ
ン
、
、
ュ
、
コ
ヒ
ネ
ン

五
部
素
老
少
面
、
、
あ
ゆ
み
を
運
て
年
目
見

五
幻
一
野
町
に
諮
す
ォ
瓜
y

日
時
一
ぷ
材
料
「
の
両
争
相
こ

五
お
れ
お
ほ
し
と
い
へ
と
も
即
刊
紙
に

pw間
保

"リ3，+、カ

玉
却
し
か
し
な
か
ら
こ
れ
を
略
す
る
と
こ
ろ

五
却
な
り

五
回
右
縁
起
萱
固
之
志
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馬
知
思
報
徳

五
位
不
震
戯
論
狂
言
剰
又
馳
紫
喜
拾
翰
林

五
お
其
排
尤
拙
其
詞
是
荷
付
冥
付
額
有

玉
川
崎
痛
有
恥
雄
然
只
震
後
見
賢
者
之

五
部
取
捨
無
顧
首
時
愚
案
之
枇
鰐
市
巳

五
日
山
子
時
永
仁
第
三
暦
拓
磨
鐘
仲
旬
第
二
天

五
訂
至
子
暗
時
終
草
了

執
筆
衡
門
畳
知

五
犯
今
同
歳
太
呂
仲
句
第
三
天
又
書
之

専
修
寺
蔵
『
善
信
聖
人
親
鷺
停
給
』
翻
刻
並
び
に
索
引

六
五



鎌

研

究

倉

時

語

イ℃

話
実
索
引

凡
例

一
、
本
索
引
は
、
専
修
寺
蔵
『
善
信
聖
人
親
鷺
停
給
』
(
一
二
九
五
年
写
、
覚
如
筆
)
に
用
い
ら
れ
て
い
る
総
て
の
語
を
、
複
製
本
(
続
々

日
本
絵
巻
大
成
伝
記
・
縁
起
篇
1
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年
)
に
基
づ
い
て
、
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
絵
巻
に
つ

い
て
は
、
千
葉
県
照
願
寺
蔵
本
の
語
集
総
索
引
が
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
一
輯
(
一
九
八
八
年
)
に
発
表
さ
れ
て
い
る
(
金
子

彰
・
高
橋
富
美
子
編
「
照
願
寺
蔵
本
願
寺
親
驚
聖
人
俸
給
総
索
引
稿
」
)
。

一
、
専
修
寺
本
『
善
信
聖
人
親
驚
俸
給
』
(
以
下
、
本
資
料
と
い
う
)
は
、
親
鷲
の
曽
孫
覚
如
(
一
二
七

0
5
二
二
五
二
の
自
筆
本
と
見

ら
れ
て
お
り
、
漢
字
の
ほ
と
ん
ど
に
当
時
の
綬
り
仮
名
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
と
振
り
仮
名
と
に
仮
名
遣
い
の
違
い

が
見
ら
れ
(
佐
藤
理
絵
「
『
善
信
聖
人
親
驚
俸
給
』
の
国
語
学
的
研
究
」
〈
平
成
十
年
度
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
卒
業
論
文
〉
)
、
振

り
仮
名
が
本
文
と
同
一
人
物
の
手
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
し
、
仮
名
字
体
か
ら
、
本
文
と
同
時
期
の
加
点
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
上
有
効
と
判
断
し
、
本
索
引
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

て
本
資
料
は
、
巻
第
一

1
巻
第
五
ま
で
の
五
軸
で
伝
存
し
て
い
る
。

一
、
各
項
の
記
載
形
式
は
、
見
出
し
語
・
用
例
・
用
例
の
所
在
と
し
た
。

一
、
見
出
し
語
に
つ
い
て

1
・
見
出
し
語
は
、
平
仮
名
で
歴
史
的
仮
名
遣
(
字
音
語
は
い
わ
ゆ
る
字
音
仮
名
遣
)
で
統
一
し
た
。

a.
和
語
に
は
、
私
に
濁
点
を
付
し
た
。

b
.
漢
字
の
読
み
は
、
本
資
料
の
振
り
仮
名
に
依
る
。
本
資
料
に
振
り
仮
名
が
存
し
な
い
場
合
は
、
『
善
信
聖
人
親
驚
停
鎗
』
の

他
の
諸
本
に
依
る
。

2
.

排
列
は
、
最
終
音
節
ま
で
の
五
十
音
順
と
し
た
。

3
・
参
照
項
目
を
設
け
、
複
合
語
の
下
位
要
素
か
ら
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

4
・
見
出
し
語
は
、
単
語
を
原
則
と
し
た
。

a.
漢
語
に
サ
変
動
詞
「
す
」
の
付
い
た
形
は
、
一
語
と
し
て
扱
っ
た
。

ムハムハ



b
.

漢
語
に
助
動
詞
「
な
り
」
「
た
り
」
の
付
い
た
形
は
、
二
語
と
し
て
扱
っ
た
。

c
・
和
語
を
語
幹
と
す
る
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
は
、
一
語
と
し
て
認
め
た
。

d
.

引
用
さ
れ
て
い
る
書
名
な
ど
は
、
単
語
に
分
割
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
掲
出
し
た
。

一
、
用
例
に
つ
い
て

1
・
用
例
は
、
「
翻
字
本
文
」
に
基
づ
い
て
掲
出
し
た
。

2
.

用
例
の
引
用
は
、
以
下
の
通
り
と
し
た
。

a.
自
立
語
・
付
属
語
と
も
、
原
則
と
し
て
当
該
語
の
み
を
示
し
た
。

b
.

た
だ
し
、
活
用
語
は
、
そ
の
用
法
に
応
じ
て
下
接
語
(
ま
た
は
語
句
)
も
示
し
た
。

3
.

用
例
の
排
列
は
、
以
下
の
通
り
と
し
た
。

a.

活
用
し
な
い
語
は
、
出
現
順
に
排
列
し
た
。

b
.

活
用
語
は
、
未
然
形
・
連
用
形
・
終
止
形
・
連
体
形
・
巳
然
形
・
命
令
形
の
順
に
排
列
し
た
。

c.
同
一
単
語
で
用
例
の
表
記
が
全
同
の
場
合
は
、
初
出
例
の
下
に
所
在
を
記
す
に
と
ど
め
た
。

一
、
用
例
の
所
在
に
つ
い
て

1
・
用
例
の
所
在
は
、
「
翻
字
本
文
」
に
基
づ
い
て
記
し
た
。

2
.

漢
数
字
は
、
底
本
の
巻
(
第
一
巻
:
第
五
巻
)
で
あ
る
。

3
.
算
用
数
字
は
、
各
巻
で
の
通
し
行
数
で
あ
る
。

4
.
行
間
の
注
の
所
在
は
、
本
行
所
在
算
用
数
字
の
下
に
「
右
」
「
左
」
と
書
い
て
示
し
た
。

一
、
本
索
引
は
、
佐
々
木
勇
・
佐
藤
理
絵
・
寺
田
守
・
田
中
哲
宙
・
森
田
朋
子
で
作
成
し
た
。

て
索
引
作
成
の
手
順
、
製
版
の
も
と
の
フ
ァ
イ
ル
作
成
は
、
寺
岡
守
提
案
の
方
式
が
と
ら
れ
、
入
力
の
全
般
に
一
且
っ
て
同
氏
の
尽
力
が

大
き
か
っ
た
。専

修
寺
蔵
『
善
信
聖
人
親
問
停
給
」
翻
刻
並
び
に
索
引

七
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